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教■崔教育のスポ—ツ科目では,生涯スポーツとしてテニス-バレーボール■パドミントン* 
卓:球、レクレエーションスポーツ(ユニホック,ソフトバレーボール)と健康スポーツ(エア 
ロビクスダンス)等6科冃を開講し、シーズンスポーツとしてゴルフ.スノー•ボ--ド•スキー 
水泳を開講していこれらのスポーツではS技術の向上だけでなく,コミュニケーション能 
力の向上や協調性,社会性などについて学ぶことを目標としている,つまり,学牛が教室で埴 
の教员と向き合ってS葉を用いて学習する汽語学習に対し、筋肉のI乂応や迎動機能に閲述し 
た連動学習によって、学生が集団の中で自ら考えて行動できることを目標としている。また、 
同時に体力と健康の維持堉進及び学生の生涯スポーツにつながることをも目標としている。
ここでは、シーズンスポーツのスノーボード実習における学生の実技記録から、スノーボー 
ド実習が学生にもたらすものについて検証する,
キーワード：実習記録、到逹日標、達成感、 集団生活、感謝
L はじめに
スノ ーボードは学生にとって経済的な負祖をかける 
という欠点を持つが,ウィンタースポーツとして设t 
人気がある棟Hである。人気の原闪は実生活から解放 
され,自然環境のもとで楽しみながら1｝面を自由に滑 
る爽快®にあると思われる。
そして、スノーボードの特性は1-雪で覆われた大 
自然の中で技術の到達S標をH指す。(精神面のリフレ 
ッシュ)2.忍耐力が養成される。(天候の変化と体力 
の消耗に対する忍耐力)3.宿泊を伴うので、集団生 
活から人問陳系や協調性、社会性について学べる。(感 
谢の気持ち、思Vやり,友捕、)これらの3つに集約で 
きる。
また、注意しなければならないことは実習中の怪我 
と健康管理である。なかでもスノーボードによる怪我 
は増加傾向にあり、全国スキー安全対策協議会による 
調査で112004〜2005年シーズン中のフリースタイル. 
スノーボードでの受傷者-は約3,000人で,スキーによる 
受傷の約2倍となっている。屮でし 外似発生頻度はス 
キーの外傷に比べ頻度が商く盧症外傷が発生している。
本学では,2002年にスノーボード実習を開諫するに 
あたり、学生の安全対策の一つとして,受講学牛全員 
にヘルメットの.着用を義務付けている。今日までの7年 
問で、木学では冷性や打撲はあるものの甫症の外傷界 
はゼロである。この数^は全国のデータと比較すると 
評価できる数字である。
さて,スノーボード実習において安全面の他に大切 
にしていることは、宿泊を伴うので集団生活から、学 
生が人間関係や協調会性などが大切であること 
に気付き学ぶことである,3泊4日の期問、同じ屋根の 
下で生活することで人と接触する樓会が多々あり、必 
然的に卞生閒や周囲の人々とのコミュニケーションを 
とらなけれぱならない二とが発生する。なかでも什会 
生活では牢たり前である「おはよう』rこんにちは」rお 
やすみなさいJ「ありがとう」「ごちそうさま』などの 
挨拶が自然に言える蟻になることをロ標としている。 
大学生に挨楼を促す必®があるかどうかについては皆 
汚があるかもしれないが、学生がTPOに応じて挨拶が
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できるようになることは社会に貢献できる人材汽成の 
第一歩ではないだろうか。
そこで,「1.スノーボードの実習記録から学生の技 
術の上逢度2.感想文から学生の変化」などについて 
まとめ、スノーボード実習が学生にもたらすものを検 
証することとした〇
2.方法
調喪期問：平成21年2月15 F1〜18 H 
調査対象：実習受溝学生30名 
手続き：1.スノーボード実習の背欺
2.学生の実習記録をもとに、技術のヒ 
逢度を確認し、から学生が得た 
ことや感じたことについてまとめる>,
3*結果と考察
(1)スノーボード実習の背段
①実習中の留意点
日常生活及び実技f錄習で留意すべきことは次の5点 
である。1.集介時間の厳守(講習、ミーティング、 
食私,就寝など)2.挨拶の励^ (食車の前後,おは 
よう、おやすみなさい,ありがとう等)3.ヘルメッ 
卜の着用(危険防止).4.体調宵理(微熟や足の痛み 
など異変を感じたら直ちに申し出る),5.部境の検; 
を1日1回必ず実施することと部屋を乾燥させないこと 
(風邪の発症を防ぐ)等であ5。尚、これらについて 
は現地に向かう車中にてアナウンスした。
鑛技湖こっいて
実技搆習は白馬电スノ ーボードスクール(JSBA 
公認)のインストラクターをmisに迎え,実技指導だ 
けでなく、夜問のミーティングに参加して頂き,发技 
溝汽(午前1:後各2時問-2時問30分)での補足说明や 
学生一人一人に対してアドバイスをするように依禎し 
た。各班の人数は学習効果を考®して般大7名とした. 
実技の内容は学生のレベルに応じて灾跑し,齐班実習 
中にビデオ撮影を行い、夜間のミーティングの材料と 
した〇
各学生の技術面の最終fi標は、鉍終Hまでに初心者- 
向きのゲレン•デを転ばないで滑って降りられるように 
なることである。すなわち、実技記録(表1参照)の 
表を「◎:完璧J,「〇:やや完權」,「△:少しできるJ 
で埋め尽くすことである。
③各日程のタイムスケジュール
<1H 目>
9 : 〇〇 MJIIキリスト教教会前を出発
17; 00白馬五帝スキー堪到若
18 : 30夕食
19 : 30-20 : 30ミイーテイング
ゼッケン•ヘルメットの配給 
レンタルウェアーの確認
<2 • 3日目>
7 : 30 别食
9 : 〇〇〜開講式 
9 : 3〇〜11：30 
11:3〇〜13 :〇〇 
13 : 〇〇〜15 : 30 
15 : 3〇〜17 :〇〇
18 : 〇〇〜
19 : 〇〇〜20 : 30
20 : 3〇〜22 : 00 
22 : 00
(初t!のみ)
習 
眺体憩 
実技講習 
自由滑走 
夕食 
ミイーティング 
入浴
就寝
<4日目>
7:00 朝食
9:00-1);30 '実技滇背
11:3〇- 閉校式
12 : 00- 毬食
14 : 〇〇〜 バスに乗車
20:15 阪急電車「西宮北口」駅解散
20 : 30 阪急帘車rMJIlj駅^敗
(2)実習記錄について
学牛は実習^ (表1突技チヱック A 
学生の例を参照)に技術の習熟度をr©:完®j r〇: 
やや完®j r△:少しできfcj r▲:全くできない」に 
分けて毎口記録し,Jit終nまでに「全くできない」 
をなくすように努力することを促す。この実習記録は 
午前と午後の実消内容と感想,明ロのy樣の妃入内容 
と合J对て,勘_の参考窃料とする。
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表1「実が妃祕」技チヱックA卞生の例
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仙
2
16
午 
浅
2
17
乍 
on
2
17
■V 
後
2
18 
午 
後
蛾
終
(dll
1ボードの取さやkさ:こ懷hた
2ボードを持ってスムーズに少ける
3 tl分の％ K姿勢をマした A 〇
4’女余に できる ▲
3 4ころんでノ/向紀換できる
6 5秒以内に起きMUlる
足装ftで投秘できる
«片足妨—？イン)力心淬比できる ▲
9スゲ•今インク’ん•ら•できる ▲
10?广ルラ什,w痛冷1、ができる. +-.
11Kの娜 ■.ペきる|
12木の顧 1 ■.に•きるJ^^fr ) ▲
ロ斜扇ができる
14キ,ランテ.aドの先深とい ができる
15斜湘衫、ら停出できる ▲
汨め:麟から11刺りかできる ▲ ▲
n料麟ん.a?问リができる ▲ ▲
is也说夕—ンができる ▲ ▲
19しっかり前をみて3WIる ▲
加リフトに v?nはを待って乘れる ▲
21転ばずにリフトから铱りられる 〇
22他人の9ズムに介4せてrWれる 〇
23ノン-ストップで清hる
24站に余分なわは人らない ▲ ▲
25スビ*-ドのコントロ ルができる ▲
26ターンのリズムをn由に変化できる ▲ ▲
27足の讲で体る ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
^鲰しい狄況でも名裕をfVてる ▲ ▲
29スビー Hこ乘って,嘴ることができる ▲ △
30ゲレンデめ起伙:：Ll； Cて冷れ〇 ▲ ▲
■2,,S ■ i■'■ノ!W 帶i磁リ倒達11作!t祕評価が全て恶 
くともr△:少しできたj以上の评 価ができるように 
なることである-チ1ック衣の作成によって科门 
のfi々の実習のh棟が明味となり.7:生の总欲湖く 
なる.:.：.iとんどの7：生の蚣柊评価(±J!&低「A:少しで 
きた』となり、初心者であっても磯教向きのゲレン 
デをfeがらないでターンしながら滑れるようになった- 
例えば,R1『‘吏辨よ側」灾技チヱック
初⑽ン:：JW. .' UM. A17IW. ■プフは'
16個,〇10俩,厶3個、矗1糾 ヒなり,獅り里取を 
遂げることができた。この結果は特興な例ではなく、 
はとんどの''Mw :■▲:全くできない」の玫が喊り. 
「I觉玄しい成投が兄られた. Hは宴習观をチヱッ 
クすることで6らの技術の進樓忱況を吋视化でき、次 
の餅、の勝が必まった」玄たノM:.はM終评価で 
全くできなかったことが';^;こできろようになった二 
とを碗涊できた。
-芦生は3泊4 Hの実矜で典明を克服し,途成!®を味 
わい、阿ぴスノーボードにチャレンジすることを笱む 
ようになった：«川は「無玴！無现！.と騒いでいた 
卞生がAt終nにはrスノ■■■ポードは楽しいスホーツ 
だ！」と掏*として旃る•？生の姿は非常にすが十 
がしい站？ちにさせてくれた。
班別灾涔風饮
夜問の班別ミーティングでは。’M竹屮にft®したビ 
デオの映像をwながらIU川！t師から改遜点のアドバイ 
スを受けることによって贤Hの実贺®超が明確:こなっ 
た„ここで陴味汰いことは,初めにビデオ极圯を嫌が 
っていた,屯たちが,fi分の映像を兑ることで修正十 
ベき点が明確になっためで、ビデオに対するとらえ力' 
が变化した：つまリ,初めは,Cl分をW■る二とに恥ず 
かしさを感じていた上うであるが,龙隐にビデオをW 
て,フ-- ムのチXックがわかりやすく,イメージを 
枝って突技柿-内に瞄むことができることを理解できた 
からだと思われる.これはtさに迚肋7苦の効果であ 
ろう、
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⑶铺中の腿とmi文の吏とめ
ぐ其消屮の,m>
★ftかったこと
①初めてのスノーボードであったが1人でリフトに 
染って滑って卜_りられるようになった。1+.述が実 
感できた.
这他’’綁や迪■>クラスの7:生と交流できて仲JKな 
れた,
③女砌'州えた。
®インストラクターの教えみが良かった
S肢術がh速した
(•)311問を通してUら關し弼Kれた 
®多くの人に支えられて感钳していろ. 
龙みんなで助け介えた,
川充災した31 Wilを過ご十ことがで寺と 
⑽ぁきらめないで於後tで峨张るk待は尺切だと® 
ofc.
⑪何•的こも怖がらずにm攻していくことが人切だと 
'Pんだ.
⑫みんなで仲戊く樂しい屯州'4ですることができた- 
ftr-■ルメット(t必双ないと姐っfcが2卜阳んだ^,へ
ルメットに助けられた,
リフトに密ってt裕の农怙
★怨かったこと
1枝術がまだ未熟であること、
②時問に何度か近れ,みんなに迷惑をかけた- 
:パ:|時ffijを守ることjii少しできなかった： 
讎いという気持ちにtvすてしまったこと 
〇^ター'ンができなくて悔しかった 
®肉分にあったプーツでなかったこと
©ブレーキの技術が未熟のため,十ごい勢いでこけ 
てしまった.
顆 湘f灿なのに自じ1!1心でf r觔してしまったこと 
があ北
纖黨と遊びの区別«rすペきで,あった_
10 う少し期阳が鉍ければ技術が進奴し 他びr7:1: 
との交流もよりできた.
⑪もっとMW购にJt師にK問すべきだった. 
⑫途中で嫌になってやめたくなってしまったこと , 
⑬のアドバイス通リに|： pく滑れなかった 
|:_1■酬めX待ちを人に,thれる的に気(‘ベべきだと 
fflった,
«人のW竹をみて'7ぶことができてなかった, 
⑮S；匆が多かった»
⑰於終11播の連統ターンができなかった：
綱のサポートでリフトから降りる
<似柊"の_文>
① 初めてのX ノ ーボードができるようになった。マ 
校で交流の少なかった敝7科の7生と仲焱くなれ 
て、典に似fl生活をしてftい条隞;こなった.
② いろいろな戰と仲以くなれて、スノ ーボードが 
fttilるようになって充戈した3H叫であった,
■■：｛- ノ*んな梭极がきちんとできていた. 
twill通り行助できた_
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⑤ スノーボーが好きになったく
⑥ 基水から指溥されたことが良かった
⑦ スノ _ボ_ドの技術だけでなく、人問閉係や女迮 
の優しさに触nることができ,とてもよい3nmで 
あった。ありがとう,おはよう,などの--八でお 
J}:いX分が剛るくなり,お世話;こなったおヘの感 
謝の気持ちを忘れません 多くのことを7んだ,
®この3H問、体中アザだらけで8るときに大変なく 
らいたくさんびました。しかし、3丨爛で木の槃 
冰としがスムーズに滑れるようになった。调州の 
みんなLh速しWしいです
®'«iM生活をして楽しかった,0分のめ:さなければ 
ならない部分を脈^.十る二とができた.
⑩たくさんの人と交流十ることができて本’1iにうれ 
しかったく B,铺1;こ余裕をもって行動すべきだった, 
北H度も転んだが,あきらめないで練押したので,
A1後はノンストッブで附れるようになった こう 
して说れるようになったのは•船liや班の附則のお 
かげだと感谢している,沽で！,二の3IIIH1の 
祥狭を化かして瑣張りたい。
⑫先生の話を曲いてなかったり、ゴーグルをなくし 
たり迷惑かけてし*った しかし,述動がX:芋な 
门分が仲問と共に3泊4 Uを過ごせてスノーボード 
が奸きになった,
riスノーボードの！;S師に桁俜してもらったことがft 
かった。これからだという時に実矜が終厂した 
⑭扮人で衍泊を作う実習があるとはわなかったの 
でうれしかった〇スノ ーボードの技術は干想以(: 
に商められたが、何より女逢の倦しさ,俗??の人 
逢の说切などに触れる二とができてfiかった.t 
た、大7:内では問じグルーブで固tっているが多 
くの人と姑すことができfb '^轶となった.
⑮スノーボードだけでなく,全く喋ったことのない 
友途と出公い仲以くなれたことが城しかった-学 
内で喋ることのない先*とも新すことができた。 
主た,沿れなかった女逢が滑れるようになった時 
は1:1分のことのようにWfしかったこの戈治を述 
して色々なことをんだ、
湖111W,十ごく來し、峙度を過ごせた 授業であっ 
たがみんなと楽しめてftかった。少しはしやぎす 
ぎてお礼を忘れたりしたので,tう少し铤閒け勤 
を.すべきだった。
⑫スノーボ～ドのjwuがとてむ俺しく r斛こ教えて 
くれたのでh刊こ淆れるようになった,
W終II閉校戌
4.結論
3泊4IIのスノーポード•斟^が7:'l:にGたらすものは 
次の2つにもとめられる
(1) 大e然の中で技術の到途日樣をh衍すことによ 
って逢成感を味わえた.
(2) 宿泊を伴うことにより删生活からr峨を守 
ろ。」「感紺の父持ちをバ腳を十な 二と 
が人間問係をスムーズにすろことに知1かされ 
た。仕公性が身にく4•くきっかけとなった
以fcの2っは飾の突背測と醐丈から引き出さ 
れた姑I漏である 多くの7生たちのtl的はスノーボー 
ドの技術のh凌と斛位の取得であった.しかし,,生 
は怎際に衫加するとそれらよりも到逢11樣をi£hlcした 
ことや多くの女人を桫ることができたことが術想であ 
ることに気付いた。乾た、ゆとり教脊を受けた世代の 
7生は40代や50代の世代と 触る価W:組を什つヒ,Y才-: 
れているしかし,n然の史しさや人に対する!洛谢の 
wtvちなど,今も什む尺磨がなぐ 人々の思い込みで 
7'kを判断してしっている部分があるとち•えさせら 
れfee
スホーツの役側1作少年のffhtに役立つと,すわれて 
いるが、7ゾI:の感圯艾からそのことがな趾されたとrf 
ってt過,Vではないなぜなら,"M•:たちは人の俺し 
さや门分をサポートしてくれる人々に感謝し.夂違が 
增えたことに戽びを感じている,人々:こ感谢し体びを 
感じることで心がWかになり、H常舰_でも聚化が-灰 
れてくろのではないだろうか。.
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今冋はの実習紀Mと®恕文からのろ•察であった 
が,今後は学生がスノーボード寅習で捋たことをどの 
ように生かしているのか4たセかされていろのか,ia跡 
綱托をしたい。そして,スノーポード箕習がf生にも 
たらす、途成感や感跗の«待ちは柄•泊を伴う力、らこそ 
作られるものであることに対して卞生の^解を求め, 
化会にVi献できる'声'tの行戍:こつながる•ゼ否とな6よ 
うに史なる飢® I-发を進めて行く所びである 
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本瑜は.タイトル((スノーポード実習が7:'kにもたら 
すもの」)の示すとおり,合宿を作う実習を通して、卞 
身が,¢44術向hに向けての剑逮H浮を明碗;こし, 
それを逮成することのよろこびを味わい,②衡fl't活 
を通して人との関わりガの火切さをびとっていく課
1. -ノ.,
実証している点が痛く評価できる 7生の『伸びのn 
-. - く -
は,教ff期6に共通すdMであり、(也の«•蝌こおけ 
る发践においても生かすことができるものと考える。
(舶:岡崎公典)
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